
教会紹介 

 21  

住
所
 
〒
四
〇
〇－

〇
八
五
八
 
山
梨
県
甲
府
市
相
生
二－

一
一－

一
一 

電
話
 
〇
五
五－

二
三
三－

七
七
三
五 

交
通
 
甲
府
駅
（
JR
）
南
口
バ
ス
３
番(

伊
勢
町
営
業
所
行)  

「
法
人
会
館
」
下
車
徒
歩
五
分 

 

設
立
 
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年 

 

三
月
十
一
日 

 

甲
府
教
会
初
代
教
会
長
喜
多
儀
平
師
は
、香
川
県
高
松
市
よ
り

東
上
、
英
国
人
弁
護
士
の
元
で
働
き
な
が
ら
語
学
、
法
律
を
習
得

し
、
信
望
を
得
て
、
弁
護
士
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
移
住
す
る

こ
と
に
な
っ
た
時
、
請
わ
れ
て
彼
の
地
に
渡
っ
た
。
そ
こ
で
数
年

間
を
過
ご
し
た
後
帰
国
し
、
横
浜
教
会
で
入
信
さ
れ
た
。 

師
は
、
海
外
布
教
を
志
さ
れ
た
が
、
本
部
よ
り
時
期
尚
早
と
い

う
こ
と
で
差
し
止
め
ら
れ
、
止
む
無
く
夫
人
の
郷
里
山
梨
で
、
明

治
二
十
七
年
布
教
を
始
め
ら
れ
た
。
当
時
、
中
央
線
は
開
通
し
て

お
ら
ず
、
笹
子
峠
を
馬
で
越
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

未
知
の
土
地
で
の
布
教
は
困
難
を
極
め
た
。 

大
正
二
年
、生
家
の
事
情
に
よ

り
郷
里
に
帰
ら
れ
た
が
、後
継
者

が
な
か
っ
た
た
め
、三
代
金
光
様

の
お
取
次
を
頂
き
、豊
橋
教
会
副

教
会
長
牧
野
竹
治
郎
師
を
二
代

教
会
長
と
し
て
迎
え
、
韮
崎
、
峡
西
方
面
に
も
教
勢
を
伸
ば
さ
れ

た
。 竹

治
郎
師
は
、松
本
教
会
で
九
死
一
生
の
お
か
げ
を
頂
い
て
入

信
、
教
師
と
な
っ
た
高
野
武
男
師
（
後
の
三
代
教
会
長
牧
野
武
男

師
）
を
養
女
ま
す
ゑ
の
夫
と
し
て
迎
え
、
豊
橋
教
会
の
手
続
き
を

も
っ
て
後
継
者
と
し
て
、
養
子
縁
組
し
て
教
会
長
を
譲
り
、
自
ら

は
新
た
に
開
教
さ
れ
た
大
明
教
会
に
赴
か
れ
た
。 

武
男
師
は
、
戦
前
、
戦
後
の
多
難
な
時
代
を
、
わ
ず
か
半
年
の

間
に
、
養
父
母
、
幼
子
を
残
し
て
逝
去
し
た
妻
ま
す
ゑ
と
、
三
つ

の
葬
儀
を
出
す
な
ど
幾
多
の
辛
苦
を
味
わ
い
、さ
ら
に
戦
災
で
焼

失
し
た
教
会
の
復
興
に
と
死
力
を
尽
く
し
て
今
の
教
会
の
基
を
築

か
れ
、
平
成
七
年
に
は
元
気
に
開
教
百
年
祭
を
お
仕
え
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
か
月
後
、朝
の
ご
祈
念
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

九
十
七
歳
の
ご
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。
現
在
は
、
牧
野
眞
幸
師
が

四
代
教
会
長
の
ご
用
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

甲
府
教
会 

教会長 牧野眞幸 
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住
所
 
〒
四
〇
〇－

〇
四
〇
四
 
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
古
市
場
三
三
五 

電
話
 
〇
五
五－

二
八
二－

一
四
四
四 

交
通
 
甲
府
駅
（
JR
）
南
口
バ
ス(

①
⼗
五
所
経
由
⼜
は
⻄
野
系
経
由
鰍
沢
⾏)  

「
古
市
場
」
下
車
徒
歩
四
分 

 

設
立
 
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年 

 

九
月
六
日 

 

 
大
明
教
会
の
成
り
立
ち
は
、
大
正
三
年
頃
か
ら
約
十
五
年
間
、

甲
府
教
会
に
参
拝
し
、
初
代
教
会
長
喜
多
儀
平
師
の
下
、
入
信
し

信
心
に
励
ん
で
い
た
深
沢
ま
さ
氏
の
お
手
引
き
で
入
信
し
た
川
込

森
吉
氏
、
深
沢
ま
つ
氏
が
山
梨
県
中
巨
摩
郡
落
合
村
（
現
南
ア
ル

プ
ス
市
落
合
）
の
自
宅
に
て
、
当
時
二
代
甲
府
教
会
長
で
あ
っ
た

牧
野
竹
治
郎
師
を
招
き
、
宅
祭
と
教
話
を
通
し
て
、
共
に
布
教
活

動
し
、竹
治
郎
師
が
中
心
と
な
り
昭
和
四
年
に
同
郡
大
井
村
古
市

場
（
現
南
ア
ル
プ
ス
市
古
市
場
）
で
大
明
教
会
布
教
所
を
設
立
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
、甲
府
教
会
の
後
継
者
と
し
て
婿
養
子
に
武
男
師
を
迎

え
、竹
治
郎
師
は
大
明
布
教
に
従

事
し
、昭
和
八
年
九
月
金
光
教
大

明
小
教
会
所
（
後
の
大
明
教
会
）

を
開
教
、
初
代
教
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。 

川
込
森
吉
氏
の
娘
で
信
心
に
励
み
、昭
和
四
年
教
師
を
拝
命
し

て
大
明
教
会
布
教
所
の
御
用
に
専
念
し
て
い
た
川
込
梅
代
師
の
養

子
と
し
て
竹
治
郎
師
の
孫
に
あ
た
る
京
司
師
を
後
継
者
に
迎
え
、

昭
和
十
四
年
三
月
竹
治
郎
師
帰
幽
の
前
年
、梅
代
師
が
二
代
教
会

長
に
就
任
。
梅
代
師
帰
幽
後
に
は
、
京
司
師
が
三
代
教
会
長
に
就

任
し
、
妻
川
込
ト
ミ
エ
師
と
共
に
教
会
を
守
り
ま
し
た
。 

歴
代
教
会
長
の
御
用
に
あ
た
る
信
念
に
つ
い
て
、竹
治
郎
師
は

「
心
を
神
様
に
向
け
、
神
徳
を
積
む
こ
と
」
、
「
天
地
日
月
の
心

で
信
心
す
る
こ
と
」
を
心
に
刻
み
御
用
さ
れ
ま
し
た
。
川
込
梅
代

師
は
「
神
様
が
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
、
心
に
真
の
帯
を
締
め

て
信
心
す
る
こ
と
」と
信
心
す
る
心
と
い
う
も
の
を
大
事
に
さ
れ

ま
し
た
。川
込
京
司
師
は「
世
話
に
な
る
す
べ
て
に
礼
を
言
う
心
」

自
ら
が
お
世
話
に
な
る
す
べ
て
の
も
の
を
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、
光
貴
師
が
四
代
教
会
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
姉
の

信
子
師
と
と
も
に
教
会
布
教
の
御
用
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

⼤
明
教
会 

教会長 川込光貴 
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住
所
 
〒
四
〇
〇－

〇
八
五
七
 
山
梨
県
甲
府
市
幸
町
一
七－

五 

電
話
 
〇
五
五－

二
三
七－

三
二
四
八 

交
通
 
南
甲
府
駅(

JR
身
延
線)

よ
り
徒
歩
十
五
分 

  

 

設
立
 
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年 

 

八
月
二
十
四
日 

 

初
代
斉
藤
と
く
の
師
が
、神
奈
川
教
会
・
福
田
源
三
郎
師
の
元

で
入
信
さ
れ
、
故
郷
山
梨
に
帰
る
際
、
大
明
教
会
・
川
込
梅
代
師

と
津
久
井
教
会
・
田
谷
八
重
師
よ
り
お
道
の
御
用
に
立
つ
よ
う
に

勧
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
よ
り
、
甲
府
市
伊
勢
町
（
現
：

幸
町
）
に
て
布
教
を
開
始
さ
れ
、
教
勢
の
あ
が
る
中
に
お
倒
れ
に

な
り
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
ら
れ
ま

し
た
。 

昭
和
五
十
二
年
教
師
と
な
り
ま
し
た
源
三
郎
師
の
孫
光
一
師
が

教
会
長
代
務
者
と
し
て
、平
成
二
十
六
年
か
ら
は
教
会
長
と
し
て

御
用
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
教
師
の
常
駐
が
で
き
ず
、
月
一
回
の

祭
典
を
お
仕
え
し
て
い
ま
す（
祭

典
の
日
時
は
信
徒
に
直
接
連
絡

し
て
い
ま
す
）。 

  

  

南
甲
府
教
会 

教会長 福田光一 


